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WPIC直近の活動

リサイクルのための⾃動⾞の廃触媒が不⾜しているのは⼀時的な現象
とされてきたが、その要因を探ると、この現象は今後も続く可能性が
あることがわかってきた。⾞の使⽤年数の伸び、⽣活費の上昇、業者
の廃触媒備蓄などが⾃動⾞触媒のリサイクル供給に圧⼒。2024年の
リサイクル供給は過去10年間の平均よりも 17% 少なく、リサイクル
率が上がらなければ、2025年〜2027年の間のプラチナ供給の不⾜分
が 年間約9.3トン増える可能性がある。詳細はプラチナ展望−2023年
12⽉号をご覧ください。

https://platinuminvestment.com/files/perspectives/jp/WPIC_Platinum_Perspectiv
es_December2023(Recyclingchallenges)_JA.pdf

免責事項：本資料は情報提供に過ぎず、WPICの投資提案を意図するものではなく、また、そのように

解釈されるべきでもありません。

Pt & Pd

Market Weekly

DatePricePlatinum

2023/12/18940.99Open

2023/12/22980.42High

2023/12/18937.69Low

2023/12/22970.66Close

DatePricePlatinum

2023/12/184322.00 Open

2023/12/214493.00 High

2023/12/184310.00 Low

2023/12/224468.00 Close

円建て 円/グラム

ドル建て ドル/TOZ

DatePricePalladium

2023/12/181160.48Open

2023/12/221248.73High

2023/12/181151.41Low

2023/12/221205.00Close

ドル建て ドル/TOZ

DatePricePalladium

2023/12/185309.60 Open

2023/12/205756.28High

2023/12/185268.00 Low

2023/12/225519.00 Close

円建て 円/グラム

世界的な貴⾦属と触媒の⼤⼿、BASF Environmental Catalyst and Metal
Solutions (ECMS)はマスバランス⽅式に基づいた新しいリサイクルメタル
Verdium™ を発表した。プラチナ、パラジウム、ロジウムなど触媒に使われ
る重要鉱物の供給にとって、リサイクルされた PGM は供給の重要な部分で
あり、しかも鉱⼭からのメタル⽣産に⽐べて炭素排出量を最⾼ 97％ 減らす
ことができる。Verdium 1キロで30トンの炭素を節約することになり、顧客
は炭素軽減を実現できるだけでなく、サステナビリティー⽬標達成の進捗具
合を検証し、スコープ３の炭素排出量を減らすこともできる。

Verdiumは、安全性と性能に関する総合的なサービスを提供する独⽴した第
三者機関で世界的⼤⼿の UL Solutionsによって、マスバランス⽅式の管理の
連鎖 (CoC) の基準である UL 2809-1 が認証されている。これは
Environmental Claim Validation Procedure for Defined Source Content と
呼ばれ、ISO 22095 に定められたCoC デザインに則っていることを保障する
もの。認証プロセスは⼀年に⼀回、UL Solutionsによる実地調査とCoC 監査
を含む。

https://www.globenewswire.com/news-release/2023/12/18/2798006/0/en/BASF-Environmental-
Catalyst-and-Metal-Solutions-sets-the-standard-for-100-recycled-platinum-group-metal-PGM-
offering-with-Verdium.html

Metal Solutions、完全なリサイクルPGM の基準として
Verdium™の提供を開始

Translated by Kazuko OSAWA

全国鉱⼭労働社組合(NUM) の地⽅⻑官Geoffrey Moatshe ⽒は、南アフリカ
の国営ラジオ局 SABC News Radio で、Royal Bafokeng Platinum とアング
ロ・プラチナムの歴史的、組織的な関連について初めて明らかにした。

正午のニュースの中で軽く触れられただけのこの情報は、鉱⼭セクターのス
テークホルダー、そして広くは南アフリカ経済全体に⼤きな意味を持つ可能
性がある。

同⽒によると、南アフリカの鉱⼭⽣産⼤⼿であるRoyal Bafokeng Platinum
のルーツは世界的なPGM⽣産⼤⼿であるアングロプラチナムにある。

この情報が本当であれば、南アフリカとそれ以外のプラチナ鉱⼭⽣産につい
ての捉え⽅が⼤きく変わる可能性がある。

https://bnnbreaking.com/world/south-africa/num-secretary-suggests-connection-between-royal-
bafokeng-platinum-and-anglo-platinum/

NUM 長官、Royal Bafokeng Platinum とアングロプラチナムの
関係について示唆

南アフリカのプラチナ鉱⼭では2000⼈以上の労働者が、労働条件をめぐって
地下の炭鉱で３⽇間に渡ってストライキを⾏っていたが、12⽉20⽇にあ地上
に戻った。

2205 ⼈の労働者がボーナスと労働条件に不服として、地下500メートルの２
つの鉱⼭でストを始めたが、全員が安全に地上に戻ったとインパラプラチナ
ムは発表した。

同社はイムプラッツとも呼ばれるが、160 ⼈以上がストの間の環境の悪化で
地上に戻ったとしている。

ヨハネスブルグ北部の Bafokeng 鉱⼭では、南アフリカで4番⽬の⼤規模な
地下ストライキが2ヶ⽉に渡って続いており、操業が停⽌されている。

https://www.macaubusiness.com/south-african-platinum-miners-end-underground-protest/

南アフリカのプラチナ鉱山での地下ストライキ終わる


